
丨
第
7
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
贈
呈
式
も
併
せ
て
挙
行
丨

令
和
２
年
度 

富
山
県
芸
術
文
化
協
会
表
彰
式

11
月
3
日（
火
・
祝
）に
パ
レ
ブ
ラ
ン
高
志
会
館
に
お
い
て
、
来
賓
に
竹
野
博

和
県
生
活
環
境
文
化
部
長
、織
田
浩
之
北
日
本
新
聞
社
編
集
局
長
を
お
迎
え
し
、

令
和
2
年
度
の
芸
文
協
表
彰
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
検
温
や
手
指
の
消
毒
に
加
え
て
、
同

伴
者
に
は
別
室
に
設
置
し
た
モ
ニ
タ
ー
で
式
の
様
子
を
ご
覧
頂
き
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
芸
文
協
と
富
山
県
の
芸
術
文
化
の
発
展
に
積
極
的
に
ご
協
力
頂

い
た
方
々
を
顕
彰
す
る
た
め
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
特
別
功
労
者
表
彰

4
名
、
感
謝
状
20
名
、
奨
励
賞
23
名（
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞
含
む
）に
表
彰
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。（
7
ペ
ー
ジ 

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々
参
照
）

ま
た
当
日
は
併
せ
て
、
第
7
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
舞
台
芸
術
の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た

個
人
、
団
体
に
贈
ら
れ
る「
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
未
来
支
援
金
」と「
富
山
ひ
ま
わ
り

賞
選
考
委
員
会
特
別
表
彰
」が
新
設
さ
れ
、「
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
未
来
支
援
金
」は

海
外
で
活
躍
中
の
川
幡
磨
美
さ
ん
と
永
森
彩
乃
さ
ん
、「
富
山
ひ
ま
わ
り
賞
選
考

委
員
会
特
別
表
彰
」は
可
西
舞
踊
研
究
所
と
和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

令和2年度　芸文協表彰式

第7回 富山ひまわり賞 贈呈式

式の様子は別室出席者へモニターで配信
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11
月
21
日
㈯
〜
25
日
㈬
に
富

山
県
民
会
館
で
美
の
祭
典
越
中

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
平
面
部
門
３
７
２

点
、
立
体
部
門
85
点
、
計

４
５
７
点
の
昨
年
を
上
回
る
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

３
７
２
点
が
入
選
し
ま
し
た
。

会
場
は
コ
ロ
ナ
禍
の
世
相
の
中

で
も
熱
の
こ
も
っ
た
多
彩
な
作

品
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

本
美
術
展
は
ジ
ャ
ン
ル
の
垣

根
を
越
え
て
よ
り
自
由
で
創
造

性
豊
か
な
作
品
が
集
い
、
平
面

作
品
と
立
体
作
品
が
一
堂
に
展

示
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
事
前
に
出
品
者

に
来
場
者
に
よ
る
作
品
の
撮
影

や
撮
影
写
真
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
掲
載
の

許
可
を
確
認
し
、
展
示
作
品
に

表
示
し
ま
し
た
。

開
会
式
と
表
彰
式
は
コ
ロ
ナ

対
策
を
講
じ
た
上
で
、
21
日
㈯

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
に

よ
る
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
や
学
生
に

よ
る
ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子

ど
も
の
た
め
の
絵
画
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
例
年
開
催
の
イ
ベ

ン
ト
は
取
り
止
め
ま
し
た
。

会
期
終
了
後
に
は
県
内
３
会

場
で
主
な
入
賞
作
品
を
展
示
し

た
巡
回
展
を
行
い
ま
し
た
。

第
45
回
富
山
県
青
少
年
美
術

展
を
９
月
５
日
㈯
〜
７
日
㈪
に

富
山
県
民
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
関
係
各
位
と
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
会
期
を
例

年
よ
り
１
日
短
く
し
、
出
品
者

に
は
搬
入
前
に
事
前
申
し
込
み

を
し
て
頂
き
、
来
場
者
に
は
検

温
と
手
指
の
消
毒
に
ご
協
力
頂

く
な
ど
、
対
策
を
講
じ
た
上
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ

イ
ン
、
書
、
写
真
の
６
部
門
に

１
２
６
５
点
の
力
作
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
９
４
５

点
が
入
賞
・
入
選
し
、
一
堂
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
と
表
彰
式
、
審
査
員

に
よ
る
講
評
は
行
わ
ず
、
芸
文

協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
期
間
限

定
で
受
賞
作
品
の
画
像
を
公
開

し
ま
し
た
。

第
45
回
富
山
県
青
少
年
美
術
展

美
の
祭
典 

越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
社
会
活
動
が

制
限
さ
れ
、
芸
術
文
化
も
新
た
な
活
動
方
法
を
模
索
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
芸
文
協
で
は
、
こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
感

染
予
防
策
を
講
じ
た
上
で
の
活
動
再
開
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
新
し
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

新しい芸術文化活動へ再始動
〜 コロナ時代の対応 〜

入口には検温所や消毒液を設置

開会式　新田知事のご挨拶
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９
月
19
日
㈯
〜
21
日（
月
・

祝
）ま
で
富
山
県
民
会
館
に
て

県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
２
０
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
県
宝
生
会
に
よ
る
祝
儀

舞
か
ら
始
ま
り
、
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
開
会
式
典
で
は
、
県

部
門
功
労（
文
化
分
野
）の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
7
ペ
ー

ジ 

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々
参
照
）。

生
活
文
化
展
で
は
、
舞
台
公

演
に
加
え
、
い
け
ば
な
作
品
と

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・

書
・
写
真
の
作
品
、
県
青
少
年
美

術
展
の
優
秀
作
品
も
展
示
さ
れ
、

多
分
野
が
融
合
し
た
独
特
の
芸

術
空
間
に
来
場
者
は
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
の
子

ど
も
た
ち
の
児
童
画
も
展
示
さ

れ
、
会
場
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

10
月
17
日
㈯
、
18
日
㈰
の
２

日
間
、
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
で

舞
台
公
演「
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

へ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
公
演
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
芸
術
文
化
活
動
に
大
き
な
影

響
が
出
た
こ
と
を
受
け
、「
富
山

の
舞
台
芸
術
を
応
援
す
る
」と

い
う
趣
旨
で
、
県
か
ら
新
た
に

委
託
を
受
け
た
事
業
で
す
。
感

染
症
対
策
を
行
っ
た
上
で
、
鑑

賞
や
出
演
を
楽
し
み
に
す
る
県

民
を
対
象
に
公
演
を
行
い
、
舞

台
芸
術
の
再
始
動
を
後
押
し

し
、
富
山
の
芸
術
文
化
活
動
が

「
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
」と
向

か
っ
て
い
く
願
い
を
込
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

観
客
や
出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ

に
消
毒・検
温
等
を
行
っ
た
他
、

客
席
収
容
率
を
50
％
以
下
と

し
、
約
１
時
間
程
度
の
公
演
を

複
数
回
行
い
、
観
客
を
都
度
入

れ
替
え
て
消
毒
や
換
気
を
行
う

な
ど
、
感
染
症
対
策
に
細
心
の

注
意
を
払
っ
た
上
で
公
演
を
行

い
ま
し
た
。

２
日
間
、計
６
回
の
公
演
で

は
、芸
文
協
加
盟
団
体
や
一
般

か
ら
51
組
の
団
体
や
個
人
、
総

勢
約
３
０
０
名
が
出
演
。伝
統

芸
能
や
舞
踊
、音
楽
な
ど
多
種

多
様
な
演
技
が
披
露
さ
れ
、延

べ
約
９
０
０
名
の
観
客
が
鑑
賞

し
た
他
、富
山
県
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
協
議
会
加
盟
の
９
局
で
テ

レ
ビ
放
映
も
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
団
体
当
た
り
20

名
以
下
に
制
限
し
、楽
屋
も
共

用
を
避
け
、利
用
者
毎
に
清
掃・

消
毒
を
施
す
な
ど
、「
舞
台
裏
」

で
も
様
々
な
対
策
が
取
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

開
も
予
定
さ
れ
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
」時
代
を
見
据
え
た
公
演
の

先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
舞
台
公
演
開
催
事
業
「
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
」

県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
２
０

新しい芸術文化活動へ再始動
〜 コロナ時代の対応 〜

いけばなと美術作品の展示

（合唱）女声合唱団「どるちえ」「こすもす」

（舞踊・邦楽）渋川流剣詩舞道　菊帆会・紫風会

（和太鼓）越中いさみ太鼓保存会
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今
年
度
は
リ
モ
ー
ト
で
の
県

民
ふ
れ
あ
い
公
演
を
実
施
し
ま

す
。
初
の
試
み
と
な
る
リ
モ
ー

ト
公
演
の
初
回
は
11
月
16
日
㈪

に
開
催
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
能
楽
の
富
山
県
宝
生

会
が
富
山
能
楽
堂
か
ら
公
演
を

配
信
し
、
滑
川
市
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

と
職
員
の
約
30
名
が
、
大
型
モ

ニ
タ
ー
に
映
る
能
舞
台
の
公
演

を
楽
し
み
ま
し
た
。

滑川市老人デイサービスセンター

富山県より芸文協が委託を受け、新型コロナの影響下においても芸術文化活動の参加者の維持、
増加、指導者の意欲の向上を図るため、インターネット等を活用したリモート（遠隔）教室実施など
のモデル・仕組みをつくり、各団体が容易に導入できることを目指す事業を行っています。将来起
こりうるパンデミックや災害時の対応力を高める目的もあります。

　
「
令
和
２
年
度
富
山
県
芸
術
文

化
活
動
再
開
モ
デ
ル
応
援
事
業
」

活
用
例
と
し
て
、一
部
加
盟
団
体
の

活
動
状
況
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

富
山
県
俳
句
連
盟

リ
モ
ー
ト
句
会
を
実
施

県
俳
句
連
盟
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

句
会
が
開
催
さ
れ
、
県
外
在
住

者
を
含
む
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
自
宅
等
か
ら
句
評
を
中
心
に

行
い
ま
し
た（
試
行
：
11
月
７

日
）。
投
句
か
ら
選
句
ま
で
事
前

に
イ
ン
タ
ー
ネッ
ト
で
行
い
、
句
会

当
日
は
Ｚｏｏｍ（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
）を
通
じ
画
面
上
で
参
加

者
が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。
12

月
か
ら
例
月
を
開
催
予
定
で
す
。

富
山
県
華
道
連
合
会

い
け
ば
な
教
材
動
画
を

Y
o
u
T
u
b
e
で
一
般
公
開

広
く
県
内
外
の
華
道
愛
好
家
に

い
け
ば
な
技
術
向
上
を
促
進
す

る
目
的
で
、
過
去
に
開
催
し
た

「
池
坊
巡
回
講
座
」の
映
像
を
編

集
し
、
解
説
お
よ
び
実
技
の
手

本
と
な
る
教
材
用
の
動
画
を
作

成
し
ま
し
た
。
映
像
は

Y
o
u
T
u
b
e（
動
画
投
稿

サ
イ
ト
）で
一
般
公
開
し
、
芸

文
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
県
華
道

連
合
会
紹
介
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

と
や
ま
民
謡
民
舞
団
体
協
議
会

活
動
紹
介
と「
越
中
お
わ
ら
節
」

踊
り
方
の
解
説
動
画
を
収
録

協
議
会
の
構
成
団
体
や
活
動
内

容
紹
介
、
お
よ
び「
越
中
お
わ

ら
節
」実
演
動
画
の
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
踊
り
方
、

動
き
の
意
味
な
ど
を
解
説
す
る

映
像
も
収
録
し
ま
し
た
。
動
画

は
完
成
後
に
Y
o
u
T
u
b
e
で

の
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

令和２年度富山県芸術文化活動再開モデル応援事業

加
盟
団
体

活
動
状
況
紹
介

特集新しい芸術文化活動へ再始動　〜 コロナ時代の対応 〜

加
盟
団
体
の
皆
様
の
日

頃
の
活
動
の
一
助
と
な
る

よ
う
、
芸
文
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
35
加
盟
団
体
の

紹
介
ペ
ー
ジ
を
新
設
し
ま

し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

は「
加
盟
団
体
催
物
開
催

情
報
」コ
ー
ナ
ー
を
新
設

し
、
各
加
盟
団
体
か
ら
ご

希
望
が
あ
れ
ば
催
し
物
情

報
を
告
知
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
掲
載
希
望

は
芸
文
協
事
務
局
で
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

芸
文
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

令
和
２
年
度

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演

リ
モ
ー
ト
実
施

池坊巡回講座の動画

おわらの踊り方を解説

Zoomを活用したリモート句会
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10
月
25
日
㈰
、
令
和
２
年
度

芸
術
鑑
賞
公
演
を
県
高
岡
文
化

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

富
山
県
出
身
の
サ
ッ
ク
ス
奏

者
、
雲
井
雅
人
氏
率
い
る
四
重

奏
団
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
、
首
都
圏

か
ら
の
ご
来
県
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
部「
雲
カ
ル
愛
奏
曲
ス

テ
ー
ジ
」で
は
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
作

曲「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
四
重
奏

曲
」、
伊
藤
康
英
作
曲「
琉
球
幻

想
曲
」な
ど
雲
井
カ
ル
テ
ッ
ト
略

し
て「
雲
カ
ル
」十
八
番
の
ナ
ン

バ
ー
を
披
露
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か

ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
、
澄
み
切
っ

た
音
色
が
織
り
成
す
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

第
２
部「
日
本
の
歌
・
心
の

歌
」で
は
雲
カ
ル
と
可
西
舞
踊

研
究
所
が
共
演
。「
わ
れ
は
海
の

子
」「
春
よ
こ
い
」等
の
愛
唱
歌

を
メ
ド
レ
ー
に
し
た「
日
本
の

四
季
」、「
涙
そ
う
そ
う
」「
花
は

咲
く
」の
情
感
豊
か
な
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
、
時
に
軽
快

に
、
時
に
深
い
哀
惜
の
念
を
込

め
て
音
と
踊
り
で
紡
が
れ
た
舞

台
は
、
芸
文
協
な
ら
で
は
の
貴

重
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

第２部　日本の歌・心の歌

令
和
２
年
度
芸
術
鑑
賞

雲
井
雅
人
サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
団
コ
ン
サ
ー
ト

第１部　雲カル愛奏曲ステージ

８
月
10
日（
月
・
祝
）〜
23
日

㈰
ま
で
韓
国
・
江
原
道
の
国
立

春
川
博
物
館
で「
国
際
交
流
書

藝
展
２
０
２
０
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
江
原
道
女
流
書
藝
家
協

会
の
要
請
を
受
け
、
昨
年
に
続

き
、
県
書
道
連
盟
所
属
の
女
流

書
家
の
作
品
30
点
を
出
品
。
今

回
は
台
湾
か
ら
の
初
出
品
も
あ

り
、現
地
韓
国
の
ハ
ン
グ
ル
文
字

や
書
画
作
品
な
ど
と
合
わ
せ
て

華
や
か
な
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

展
示
終
了
予
定
日
に
新
型
コ
ロ

ナ
拡
大
防
止
の
休
館
警
報
が
発

令
さ
れ
、
間
一
髪
で
無
事
会
期

を
終
了
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

本
年
度
も
出
展
を
通
じ
た
国
際

交
流
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、

意
義
深
い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

日
韓
友
好
交
流
事
業

国
際
交
流
書
藝
展

【
合
唱
部
門
】

（
宮
丸
勝
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

９
月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
吉
田　
稔
先
生

（
合
唱
指
導
者
）

今
年
度
最
初
と
な
る
指
導
者

招
へ
い
事
業
は
、
吉
田
稔
先
生

に
よ
る
合
唱
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
し
た
。
声
を
出
す
身
体
の
し

く
み
を
適
切
に
理
解
し
た
上
で

発
声
す
る
た
め
の
お
話
か
ら
、

筋
肉
や
骨
格
を
意
識
し
た
呼
吸

の
仕
方
な
ど
、
歌
う
こ
と
に
最

も
重
要
な
基
礎
を
ご
指
導
頂
き

ま
し
た
。
受
講
者
は
喉
、
背
中

な
ど
を
ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ
を

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
真
剣

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

11
月
28
日
㈯
〜
29
日
㈰

大
門
総
合
会
館
こ
ぶ
し
ホ
ー
ル

講
師
＝
岩
本
達
明
先
生

（
合
唱
指
導
者
）

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
の
発

声
練
習
や
正
し
い
音
程
を
出
す

方
法
を
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
指
揮
と
ピ
ア
ノ
演
奏
、

合
唱
を
そ
れ
ぞ
れ
収
録
し
編
集

し
た
動
画
を
作
り
、
リ
モ
ー
ト

で
合
唱
指
導
を
試
み
た
方
法
を

ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
受
講
者

は
今
後
の
合
唱
指
導
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
真
剣
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

芸
術
文
化
指
導
者
招
へ
い
事
業
（
合
唱
）

（合唱部門）吉田　稔先生

（合唱部門）岩本達明先生

令
和
2
年
度

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

5



11
月
1
日
㈰
の
西
太
美
地

域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
西
太

美
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
洋
楽
と
オ
ペ
ラ
の
公

演
を
行
い
ま
し
た
。
洋
楽
は
フ

ロ
ー
リ
ス
が
、
オ
ペ
ラ
は
ソ
プ

ラ
ノ
の
山
本
有
希
子
さ
ん
と
ピ

ア
ノ
の
田
口
め
ぐ
み
さ
ん
が
出

演
し
、オ
ペ
ラ
の
楽
曲
か
ら「
こ

き
り
こ
節
」な
ど
親
し
み
の
あ

る
曲
ま
で
11
曲
を
演
奏
。
開
催

当
日
の
空
の
よ
う
な
澄
み
切
っ

た
楽
器
の
音
色
と
歌
声
に
会
場

か
ら
は
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

11
月
16
日
㈪
に
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
梨
雲
苑
ゆ
う
ゆ
う

で
公
演
を
行
い
ま
し
た
。
大
正

琴
の
宗
家
岡
田
流
琴
富
希
は
、

「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」「
み
ち

の
く
ひ
と
り
旅
」な
ど
6
曲
を

披
露
。「
故
郷
」で
は
観
客
も
一

緒
に
歌
詞
を
口
ず
さ
み
ま
し

た
。
続
い
て
の
民
謡
民
舞
の
日

本
民
踊
研
究
会
富
山
県
支
部
薫

会
は「
尾
張
大
黒
舞
」「
黒
田
節
」

な
ど
4
曲
を
熱
演
。「
越
中
小

原
」で
は
出
演
者
と
観
客
が
輪

に
な
っ
て
一
緒
に
踊
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

11
月
21
日
㈯
の
和
田
保
育
園

の
公
演
に
は
、
大
正
琴
の
琴
城

流
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
風
雅
と
詩
吟

剣
舞
の
渋
川
流
剣
詩
舞
道
天
蕙

会
が
出
演
。
大
正
琴
は「
紅
蓮

華
」や「
パ
プ
リ
カ
」な
ど
人
気

の
曲
を
演
奏
し
、
園
児
た
ち
は

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
の

調
子
を
変
え
な
が
ら
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
詩
吟
剣
舞
は「
白

雲
の
城
」や「
武
田
武
士
」な
ど

を
披
露
。「
春
の
小
川
」で
は
、

園
児
た
ち
も
団
扇
を
片
手
に
出

演
者
の
動
き
に
倣
っ
て
一
緒
に

踊
り
ま
し
た
。

11
月
22
日
㈰
の
蓑
谷
地
域
づ

く
り
協
議
会
で
の
公
演
に
は
南

砺
福
野
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の

皆
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。「
大

き
な
古
時
計
」や「
負
け
な
い

で
」な
ど
４
曲
を
演
奏
。
敬
老

会
・
文
化
祭
に
集
ま
っ
た
観
客

も
一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り
、
手

拍
子
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
曲
間
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
楽
器
の
特
徴
を
な
じ
み
深
い

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
共
に
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
、
公
演
を
大
い
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

11月1日㈰　西太美地域づくり協議会

11月16日㈪　特別養護老人ホーム梨雲苑ゆうゆう

11月21日㈯　和田保育園

11月22日㈰　蓑谷地域づくり協議会

10
月
30
日
㈮
に
新
川
み
ど
り

野
高
校
に
て
開
催
し
た
公
演
は
、

能
楽
の
県
宝
生
会
が
出
演
し
ま

し
た
。
能
の
成
り
立
ち
、
歌
舞

伎
や
狂
言
と
の
違
い
を
解
説
し

た
の
ち
、
仕
舞「
船
弁
慶
」を
上

演
。
そ
し
て
め
っ
た
に
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
能
装
束
の
着
付

け
を
全
校
生
徒
の
前
で
行
い
、

舞
囃
子「
羽
衣
」を
上
演
し
ま
し

た
。
格
式
あ
る
伝
統
芸
能
を
間

近
で
鑑
賞
し
た
生
徒
た
ち
は
、

真
剣
な
表
情
で
舞
台
を
堪
能
し

ま
し
た
。

令
和
２
年
度

県
民
ふ
れ
あ
い
公
演10月30日㈮　新川みどり野高校

6



● 

お
よ
ろ
こ
び
の
人
々 

●

（
令
和
２
年
７
月
以
降
受
賞
順・

�

敬
称
略・記
名
順
不
同
）

令
和
2
年
度
富
山
県
部
門
功
労

（
文
化
分
野
）表
彰

井
出　
嘉
津

角　
　
光
則

稀
音
家
多
祢
祐

桃
野　
宗
重

山
﨑　
　
健

若
栗　
清
子

令
和
2
年
度
北
日
本
新
聞
文
化
賞

久
和　
　
進

柳
原　
正
樹

令
和
2
年
度
北
日
本
新
聞
文
化
功
労
賞野田　

雄
一

令
和
2
年
度
北
日
本
新
聞
芸
術
選
奨川

原　
隆
邦

改
組
新
第
7
回
日
展
初
入
選

池
上
美
栄
子

大
村
由
美
子

島
倉
真
由
美

川
幡　
紘
嵩

令
和
2
年
度
富
山
県
功
労
表
彰

木
下　
　
晶

長
井　
岳
游

富
山
県
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟

富
山
県
オ
ペ
ラ
協
会

令
和
2
年
度
富
山
県
教
育
功
労
表
彰加

藤　
祐
行

令
和
２
年
度
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
表
彰

　
特
別
功
労
者
表
彰

（
故
）青
柳　
志
郎

（
故
）五
十
嵐
一
峯

（
故
）脇
坂　
　
寛

（
故
）辻
井　
良
雄

　
感
謝
状

米
澤　
克
子

住
吉　
峯
栄

宮
野　
弘
淳

堀
田
寿
美
甫

河
上　
宗
邦

岡
本
雅
楓
冬

庄
下
雅
鴻
陽

朝
野　
隆
雄

水
口　
純
治

藤
間
弥
祢
明

岩
田　
岳
燈

長
岡
す
み
子

桂　
　
博
子

柴
田　
康
夫

前
田　
京
子

古
澤　
尋
三

横
山　
優
子

萩
原　
葉
子

竹
林
名
穂
美

能
浦　
　
愛

　
奨
励
賞

寺
林
雅
楽
寛

泉　
文
以
千
貴

水
橋
文
以
千
厚

宮
腰　
雅
桜

沼
田　
典
子

浦
田　
勝
彦

松
木
理
恵
子

久
米　
彰
代

山
崎　
大
介

松
村　
芽
依

結
城
ま
ゆ
み

藤
間
香
寿
就

板
澤　
繁
成

中
村　
　
優

山
口　
桂
子

岡
部　
遥
花

菅
原　
麻
希

吉
田　
桃
子

中
村　
郁
奈

飯
田　
　
旭

牧
江　
梨
桜

野
﨑　
光
流

　
ジ
ュ
ニ
ア
奨
励
賞

宮
林　
弦
生

第
７
回
富
山
ひ
ま
わ
り
賞

　
未
来
支
援
金

川
幡　
磨
美

永
森　
彩
乃

　
選
考
委
員
会
特
別
表
彰

可
西
舞
踊
研
究
所

和
田
朝
子
舞
踊
研
究
所

秋
の
叙
勲　
瑞
宝
双
光
章

杉
田　
欣
次

米
原　
　
寛

森　
　
　
弘

秋
の
褒
章　
紫
綬
褒
章

藤
間　
蘭
黄

第
25
回
と
や
ま
国
際
草
の
根
交
流
賞角　

　
光
則

● 

ご
寄
付 

●

辻
井
　
利
男
　
氏�

50
万
円

小
泉
　
邦
子
　
氏�

50
万
円

華
道
の
故
辻
井
良
雄
氏
の
ご
長
男
の
辻

井
利
男
氏
、
劇
団
文
芸
座
理
事
の
故
小
泉

邦
子
氏
か
ら
、
芸
文
協
創
立
50
周
年
記
念

事
業
へ
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
五
十
嵐
三
峯
氏
よ
り
芸
文
協
事

業
へ
5
万
円
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
、
皆
様
に
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

11
月
27
日
㈮
の
富
山
市
立
北

部
中
学
校
の
日
舞
と
洋
楽
の
公

演
で
は
、
藤
間
松
山
、
藤
間
藤

紗
枝
、
西
川
扇
介
穂
、
藤
間
弥

祢
明
の
各
社
中
が
出
演
。「
三
ツ

面
子
守
」や「
松
」な
ど
を
優
雅

に
舞
い
、
生
徒
た
ち
は
日
本
の

伝
統
芸
能
に
惜
し
み
な
い
拍
手

を
送
り
ま
し
た
。
続
く
T
－

W
i
n
d
s
に
よ
る
演
奏
で

は
、
バ
レ
エ
音
楽
や
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
ほ
か「
赤
と
ん
ぼ
」も
披
露

さ
れ
、
吹
奏
楽
が
奏
で
る
音
色

が
秋
空
に
高
く
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。

11月27日㈮　富山市立北部中学校
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第
39
回
叢
声
楽
苑
発
表
会　
S
O
S
E
I

フ
レ
ン
ド
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
15
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

と
や
ま
桐
の
会
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
v
o
l
．
15

10
月
18
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

第
25
回
書
燈
社
書
作
展

11
月
13
日
㈮
〜
11
月
15
日
㈰

富
山
県
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
3
階

菅
原
瑛
天
個
展　
―
草
月
い
け
ば
な
展
―

11
月
22
日
㈰
〜
11
月
23
日（
月
・
祝
）

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

鶴
翔
二
胡
楽
団
第
8
回
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
28
日
㈯

富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル（
無
観
客・録
画
配
信
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
公
開
レ
ッ
ス
ン

11
月
28
日
㈯

富
山
市
民
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

第
27
回
秋
を
彩
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

12
月
5
日
㈯
〜
12
月
6
日
㈰

新
川
文
化
ホ
ー
ル

第
46
回
金
沢
美
大
出
身
作
家
け
や
き
展

12
月
12
日
㈯
〜
12
月
15
日
㈫

富
山
県
民
会
館
美
術
館

〔
令
和
３
年
〕

第
８
回
P
h
o
t
o
写
楽
展

1
月
9
日
㈯
〜
1
月
11
日（
月・祝
）

富
山
県
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
A

富
山
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
2
1

1
月
31
日
㈰　
オ
ー
バ
ー
ド
・
ホ
ー
ル

松
本
知
将
ピ
ア
ノ
公
開
レ
ッ
ス
ン

〜
第
38
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
課
題
曲
よ
り
〜

2
月
7
日
㈰　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
28
回
春
を
生
け
る
北
日
本
い
け
ば
な
展

2
月
26
日
㈮
〜
3
月
1
日
㈪

御
旅
屋
セ
リ
オ
5
階

丸
山
美
由
紀
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
2
0
2
1

3
月
6
日
㈯　
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル

第
38
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
予
選

3
月
13
日
㈯
〜
3
月
14
日
㈰

北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
38
回
富
山
県
新
人
演
奏
会

3
月
14
日
㈰　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

第
38
回
富
山
県
青
少
年
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
本
選

3
月
20
日（
土・祝
）　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

騒
が
し
い
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
よ
う
に
、

穏
や
か
に　
ふ
た
た
び　
ラ
・
ヌ
ー

ヴ
ェ
ル
・
バ
ン
ド

4
月
3
日
㈯

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

浅
岡
節
夫
と
な
か
ま
た
ち

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

5
月
5
日（
水・祝
）

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

富
山
あ
ざ
み
女
声
合
唱
団

第
37
回
定
期
演
奏
会

5
月
8
日
㈯　
北
日
本
新
聞
ホ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
古
典
か
ら
現
代
ま
で
の
室
内
楽
名
曲
集
〜

5
月
16
日
㈰

富
山
市
民
プ
ラ
ザ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ホ
ー
ル

龍
生
派
創
流
135
周
年
記
念

富
山
支
部
創
立
45
周
年
記
念
花
展

「
花
・
つ
が
れ
〜
つ
ぐ　
蜃
気
楼
の
見

え
る
丘
か
ら
」

5
月
22
日
㈯
〜
5
月
23
日
㈰

魚
津
埋
没
林
博
物
館

も
よ
お
し
の
記
録
と
案
内訃　

報

芸
文
協
元
理
事
で「
と
や
ま
文

学
」な
ど
に
ご
尽
力
頂
い
た
砂
田
勝

行
氏
が
7
月
13
日
に
、
芸
文
協
元

理
事
で
洋
画
家
の
松
倉
唯
司
氏
が

7
月
15
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
き
に
わ
た
り
当
協
会

事
業
や
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等

に
ご
協
力
頂
い
た
劇
団
文
芸
座
理

事
の
小
泉
邦
子
氏
が
9
月
29
日

に
、
芸
文
協
元
事
務
局
次
長
で
洋

画
家
の
盛
本
八
朗
氏
が
10
月
1
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
、
富
山
県
の
芸
術
文
化
の

振
興
と
発
展
、
ま
た
芸
文
協
の
諸

事
業
に
対
し
て
多
大
な
ご
貢
献
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

「
茶
の
湯
文
化
講
座
」

日
時　

�
2
月
6
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜

会
場　
富
山
国
際
会
議
場

　
　
　
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

講
師　
徳
岡
邦
夫
氏

　
　
　
京
都
𠮷
兆
三
代
目

　
　
　
（
京
都
𠮷
兆 

総
料
理
長
）

入
場
料　
無
料

※
要
事
前
申
込（
先
着
順
）

「
い
け
ば
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

日
時　
2
月
7
日
㈰

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜

会
場　
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

〈
第
1
部
〉生
け
込
み
実
演

〈
第
2
部
〉基
調
講
演

〈
第
3
部
〉鼎
談

入
場
料　
無
料

※
要
事
前
申
込（
先
着
順
）

　

�

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

《
と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
2
0
2
0
》

安
念
千
重
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
新
春
に
歌
う
　
ス
ペ
イ
ン
の
風
、

日
本
の
調
べ
、
イ
タ
リ
ア
の
空
」

日
時　

�
1
月
10
日
㈰
・
11
日

（
月
・
祝
）

　
　
　
午
後
2
時
開
演

会
場　
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　
3
0
0
0
円

（
全
席
指
定
）

小
澤
眞
琴
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時　
2
月
14
日
㈰
午
後
2
時
開
演

会
場　
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

�

前
売
3
0
0
0
円

　
　
　
　
当
日
3
5
0
0
円

　
　
　
　
ペ
ア
券
5
0
0
0
円

　
　
　
　
（
限
定
15
組
）

　
　
　
　
（
全
席
指
定
）

第
3
回
と
や
ま
こ
ど
も
舞
台
芸
術
祭

日
時　
2
月
21
日
㈰

　
　
　
午
前
の
部
午
前
10
時
〜

　
　
　
午
後
の
部
午
後
２
時
〜

会
場　
県
教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

�

一
般（
高
校
生
以
上
）

1
0
0
0
円

　
　
　
　
子
ど
も（
中
学
生
以
下
）

無
料
※
入
場
券
が
必
要
で
す

（
全
席
指
定
）

今
後
の
事
業
の
ご
案
内

10
月
14
日
㈬
に
富
山
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
県
内
の
芸
術

文
化
関
係
者
の
中
か
ら
ゴ
ル
フ

愛
好
者
34
名
が
集
い
開
催
。

総
合
優
勝　
駒
見
好
弘
氏

�（
北
日
本
印
刷
株
式
会
社

取
締
役
営
業
本
部
長
）

コ
ー
ス
優
勝

宮
﨑
孝
司
氏

（
株
式
会
社
G
M
P
代
表
取
締
役
）

清
水
由
久
氏

（
富
山
県
文
化
振
興
財
団
）

第
15
回
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

北
日
本
新
聞
社
杯
ゴ
ル
フ
大
会

【「
茶
の
湯
文
化
講
座
」「
い
け
ば
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」聴
講
申
込
方
法
】

�

①
聴
講
を
ご
希
望
の
事
業
名　
②
氏
名（
ふ
り
が
な
も
）

③
住
所　
④
電
話
番
号　
⑤
希
望
枚
数
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
左
記
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
事

務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
締
切　
令
和
３
年
１
月
15
日
㈮

【
お
申
し
込
み
・
舞
台
公
演
チ
ケ
ッ
ト
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
】

（
一
社
）富
山
県
芸
術
文
化
協
会
事
務
局

〒
9
3
0
－
0
0
9
6　
富
山
市
舟
橋
北
町
7
－
1

富
山
県
教
育
文
化
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：�

0
7
6
－
4
4
1
－
8
6
3
5

（
内
線
1
2
3
）（
平
日
9
時
半
〜
18
時
半
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
7
6
－
4
4
2
－
4
6
3
5

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
pat.or.jp
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